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北海
道新時代 #02★

　2016年度から取り組みを重ねてきたアジア初開催の
アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット（以
下ATWS）が 9 月下旬に無事終了しました。実施ま
で足掛け 6年を超える大プロジェクトでした。アドベ
ンチャー・トラベル・ワールド・サミット北海道実行
委員会（以下実行委員会）の各メンバーや観光庁、
JNTO＊を始め数多くの協力をいただいた皆様にこの
場を借りて感謝を申し上げます。一般の方々には知ら
れていないイベントですが、なぜこのイベントを招致
することになったのかをまずは紹介します。
　アドベンチャー・トラベル（以下AT）は「自然」・
「身体的体験（アクティビティ）」・「異文化体験」の 3
要素の内、 2つ以上で構成される旅行形態です。全世
界の市場規模は70兆円、主な旅行者は知的探求力の高
い欧米人が多く富裕層の割合も多いとされています。
　一方、北海道は日本全国の中で旅行者の消費単価が
平均の 8割程度とされ大きな課題を持っており滞在日
数も多くないことから消費単価、消費額ともに上げる
必要がありました。
　ATは、平均支出単価が訪日外国人の 2 倍、滞在日
数はこれまで主流であったアジア人インバウンドの 4
～ 5倍の 3週間程度であり、課題を解決するには絶好
の旅行形態であったのです。

＊ 　JNTO
独立行政法人国際観光振興機構（通称：日本政府観光局）
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アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット2021
北海道実行委員会

ATの 3 要素

アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット北海道/日本 Virtualの画面
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　この市場にはキープレーヤーがおり、それがアドベ
ンチャー・トラベル・トレード・アソシエーション（以
下ATTA）です。
　ATTAは、100カ国1,300会員からなるAT領域最大
の協会であり、ATの持続的な発展を目標として、様々
なネットワークやソリューションの提供を行っていく
ことを目的とした団体です。彼らは年に数回トレード
ショーを開催していますが、一番大きなイベントが
ATWSであり、欧米を軸にこれまで16回開催されて
きました。800名の厳選されたメンバーで構成され、
約半数が旅行業界の方々が参加しています。内容はト
レンドに沿った基調講演や分科会のほか、トレード
ショーの名のとおりメインは商談会です。また、ネッ
トワーキングの機会をプログラムに多く組み込んでい
るため、参加者の評判もすこぶる良いイベントです。
そして、本大会前にはプレ・サミット・アドベンチャー
（以下PSA）が催され、多くの参加者が本大会前に開
催地のAT情報を現地から収集できるようプログラム
に組み込まれています。ここが他の国際旅行イベント
とは大きな違いがあり、商談会の前に商品を吟味でき

る機会があるためスムーズな商談になりやすく、双方
の満足度を高める工夫が十二分にされています。
　実行委員会も2020年 1 月にATTAよりATWS2021
の内定をいただき、本大会やPSAなどの準備を進めて
いましたが、COVID－19の影響により札幌でのリア
ル開催を 5月に断念せざるを得なくなりました。とは
いえ、アジア初のATWS開催、世界初のヴァーチャル
ATWSを成功に導くため、極めて短期間ではありなが
らATTAと共にプログラムを完成させていきました。

■ アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット北海道／日本を終えて ■

ATWS北海道/日本 Virtual　エリア別参加者
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　ATWSは、司会の高田健佑氏（日本アドベンチャー
ツーリズム協会）の発声に始まり、ATTAケーシー・
ハニスコ会長のあいさつの後、赤羽前国土交通大臣と
実行委員長でもある鈴木北海道知事からのメッセージ
に続き、吉田JNTO理事長代理から日本のプレゼンテー
ションを行いました。その後は、今回のメインテーマ
である『共生』に基づき、様々な基調講演や分科会が
オンライン上で行われました。この他、映像化したリ
アル開催で参加者をお迎えする予定であったPSAの
コースをオンライン上で全 8 プログラム（うち道内 6
プログラム）を放映し、参加者から好評を得ました。
メインの商談会（マーケットプレイス）は、参加者間
の時差とオンラインプラットフォームに苦慮しながら
も北海道の魅力は全世界に伝えられたと思っています。

★北海道新時代 #02★

ケーシー・ハニスコ会長挨拶
ATWS北海道/日本Virtualで放映された6プログラム

【# 1　東北海道】
PSA13　日本の極東、野生動物と冒険の旅
PSA07　地球の果て、知床へのサイクリングツアー
CTY02　釧路市

【# 3　道南】
PSA06　 洞爺湖から日本海へ 5日間のサイクリングツアー
PSA12　 大沼国定公園でのカヌー体験と文化交流ツアー
PSA10　 ハイキングとサイクリングで感じる「本物の火山

博物館」

【# 5　阿寒摩周国立公園】
PSA03　Discover the Volcanoes of East Hokkaido
PSA08　阿寒摩周国立公園の火山ハイキング
PSA02　ひがし北海道の大自然の中のフィッシング

【# 4　大雪山国立公園】
PSA09　 大雪山国立公園周辺 6日間 ハイキング＆ラフ

ティングツアー
PSA15　 道央の聖なる湖・然別湖をカヤックで巡り、自

然の美しさに触れる
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　最終日には、北海道／日本の紹介映像放映の他、『共
生』をテーマにした秋辺日出夫氏のインタビュー映像
を放映し、こちらも大きな反響を得ました。クロージ
ングでは、ATTAシャノンSEOが『AT業界の将来へ
の希望』というテーマで安全面でのより一層の対策や
COVID－19下でのリスクマネジメントなど、業界に
必要な指針について講演を行いました。そして、最後

には、ATTAより2023年に北海道／日本で再び
ATWSを開催することが発表されたのです。
　今回のATWS北海道／日本は、残念ながらVirtual
開催になってしまいましたが、2023年に世界中の皆様
に再びATの魅力を発信できる機会を得ました。これ
までの関係者皆様の努力をしっかり結果として残せる
よう、実施までの 2年間を大事にしていきます。今後
の取り組みや展望については、次回にご紹介すること
とします。

【# 6　道央・札幌】
PSA05　 北海道の中心への冒険　-富良野・占冠での

ハイキングとラフティング
PSA04　 時を超えたクライミング：日高での地質と文化体験
CTY01　札幌市

【# 8　道北】
PSA01　カヌーとサイクリングで北北海道を体感（上川・宗谷）
PSA11　The Northern Hokkaido SDGs Experience
PSA14　 日本の極北　ハイキング、シーカヤック、サイク

リング5日間

■ アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット北海道／日本を終えて ■

『共生』をテーマにした秋辺氏のインタビュー映像

2023年のリアル開催を発表するATTA幹部


